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平成も終わり、令和となり最初の敬老会となります。 

 ７５才以上の方のご長寿を祝福し、これからの健勝を祈念し
て敬老会を開催します。 
 対象となる皆様には、各集落教養部長さんよりご案内致しま
す。多くの方のご出席を心よりお待ちしています。 

日時 令和元年５月１２日（日） 
９:３０～１２:００ 

Ｂ＆Ｇ佐治海洋センター 場所 

内容 

佐治町敬老会ボランティア募集！ 

敬老会の準備をしていただけるボランティアのみなさん 
を募集します。 

 この度、人事異動により、４月１日付で佐治地区公民館に勤務することとなりました 
中谷亜紀です。（河原の国英地区公民館より異動してまいりました。） 

  以前、（おそらく５年前くらいになるかと思いますが…）児童クラブの指導員として、中  
 央公民館の２階で働いておりました。覚えていらっしゃいますか？いつもばたばたと走り  
 回って、大きな声を出していた、その頃がとてもなつかしく思い出されます。その当時も教  
 育委員会分室・地区公民館の方々には大変お世話になりました。まさか、自分が地区公民 
 館で働くことになるとは思ってもいませんでした。 

 これからは、地域住民の一人として佐治に貢献できるよう頑張って行きたいと思い  
ますので、どうぞよろしくお願い致します。地区公民館に来られた際には気軽に声を 
かけていただければと思います。 

９：３０～ 受付開始 
９：３０～１１：００ 記念撮影・自由交歓 
１１：００～１１：２０ 開会行事 
１１：２０～１２：３０ 会食・演芸鑑賞 
１２：３０ 閉会 

前日準備 

5月11日(土）９：００～ 

内容：会場設営(2時間程度） 

5月12日(日）９：００～ 

内容：お弁当の配膳、片づけ 

敬老会実行委員会事務局 
佐治地区公民館 電話  88-0228 

佐治町まちづくり協議会が発足して１０年がたちました。 
佐治町を、今まで以上に、暮らしやすく魅力ある町にするために、 
新しい風を起こしませんか？ 協力していただける方を募集します！ 

行 事 
会議案内 

※事業に参加希望の方は地区公民館までご連絡ください。 
 会議については、対象となる方には随時通知でお知らせします。 

佐治地区公民館 佐治町まちづくり協議会 

★ 佐治小学校奉仕作業 ５月１９日（日） 
★  佐治小学校運動会  ５月２５日（土） 
★ 運動会予備日    ５月２６日（日） 

★ 佐治町敬老会 ５月１２日（日） 

まちづくり協議会 
より 

健康・福祉部 文化・・スポーツ部 

地域・環境部 広報部 

少子高齢化が進む状況下で、住民が健康
で安心して暮らせるための支援策などを課
題にし、住みやすいまちづくりを進めてい
きます。 

■ お泊り体験（世代間交流） 
■ 地域交流会（世代間交流） 
■ 子ども見守り隊（あいさつ運動） 

佐治町で暮らす一人一人が主体性を持ち、
誰もが学習・活動・交流しやすい機会の
提供。そして古くから伝わる行事。伝統芸
能の継承にも力を入れるまちづくりを進め
ていきます。 

■ 小学校運動会 
■ 伝統文化学習 
■ 伝統芸能学習 
■ ボッチャ教室＆大会 

地域のイベントの見直しや各団体との連
携を図り、環境美化にも力を入れながら
地域の活性化につなげるまちづくりを進め
ていきます。 

■ 辰巳峠国道清掃活動 ■ カラオケきてみん祭 

■ 奉仕作業      
■ 資源回収 
 

まちづくり協議会全体の活動内容の報
告・取り組み状況を定期的に広報紙等で
住民に紹介し、まちづくりに関心を持って
もらうよう進めていきます。 

■ 広報紙発行 
■ ブログ 
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■ 防災訓練 
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寄稿していただいた方におともだちを紹介していただくペン
リレー。佐治のみなさんに参加していただくコーナーです。 

山下 晶さん（46）森坪 

 

西尾伸一さん 
   からの紹介 

歴史探究家 

西尾正之氏の 

佐治では次の村が掲載されている。いずれも棚田の適地である・・・大水・角（つの）・高山・加瀬木・

大井・刈地。この数は旧八頭郡内では最も多く、しかも佐治・智頭以外の旧八頭郡内には棚田にす

べき適地が意外と少ない。現地を見れば分かるのだが、平野部が広すぎ落合が狭すぎるのだ。用瀬

＝安蔵谷(あんぞうたに)、私都＝姫路・明辺(あけのべ)、西郷＝神馬(かんば)、八上＝山上・小倉、

若桜＝舂米・三倉他である。ただひたすら山に沿った小川・山をL字型に切り取る。当然水路を作り

ながら、時には石垣を積み床(とこ)締(じ)めをする。その上に作(さく)土(ど)を拡(ひろ)げる。気の遠く

なる様な作業である。しかも律令制政府の国是(こくぜ)（＝国の方針）は公地・公民制であり、造成し

た水田は自分の私有物にはならない。全て京都の朝廷・公家の私物となり、やがて荘園となる。この

時代には鉄器の普及はまださほどなく、仕事は進まない。大変な重労働が必要なのだ。徒労(とろう)

とも言える。古い農民はそのことを知っているから、一度手にした棚田を簡単には手離さないのだ。               

                                         【文責＝熊野会副会長・西尾正之】 

【佐治小話・５】棚田の形成 

郷土歴史研究家・小坂博之氏が書いた中世（１

１９２～１４００頃）の因幡国地図がある。 

この地図には、それまでに解明された因幡国の

部落名が記入されている。 

 
 

小学校運動会を地域で 
盛り上げよう！！ 

まちづくり協議会(文化・スポーツ部）では、小学校運動会
を地域のみなさまと盛り上げるための準備を進めています。 

５月２５日(土） 
午前９：００～ 

 急速な人口減少と少子高齢化の進行に伴い、後継者
がいないなどの理由により伝統芸能が衰退し、継承が
困難な状況にあります。 
 獅子舞についてみると鳥取県東部は麒麟獅子が多く
みられますが、佐治町では神楽獅子のみであること、
またその中には県の無形民俗文化財に指定されている
貴重なものも存在しながら、途絶えているものもあり
ます。 
 今残っている神楽獅子舞が、これから10年後、20年
後に何集落に残っているかを考えると、今回、冊子化
することで、将来、もし獅子舞が途絶えても、貴重な
資料になり、復活への足掛かりにもなりえるものだと
考えます。 
 今、佐治町の神楽獅子についての記録や概要を冊子
にまとめておかないと、伝承したくてもできなくなっ
ていくものと考え、まとめることにしたものです。 
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佐治町まちづくり協議会文化・スポーツ部が中心

となり冊子の発行が実現しました。 

この冊子の編集に協力していただいた多くの皆様に 

心から感謝申し上げます。 

佐治小学校グラウンド 

５月１９日(日） 

 今年も、運動会

前の奉仕作業のご

協力もよろしくお願

いします！！ 

※ 詳しくは、各振興協議会を通じ
てご連絡いたします。 

販売価格 １,０００円 

佐治地区公民館で冊子の販売を
行っております。購入希望の方
は佐治地区公民館までお越しく
ださい。 
  ＴＥＬ ８８－０２２８ 

ボール運びリレー 
５しの宝さがし ・ 

たからつり 
大玉ころがし  ・ 

４月１０日(水）開催の文化・スポーツ部
会で、競技内容が決定しました！ ・ 

今年は参加する 
競技が１つ増えま
した！！ 

子どもたちのために、多くの方の参加をお待ちしています！  

午 前 

午 後 

小学校奉仕作業開催 
まちづくり協議会 

より 
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運動会予備日・・５月２６日(日） 

（雨天順延） 

✤消防団つながりで・・・ 

 一昨年より縁があって少年野球クラブの指導に携わっています。
今年の部員は全部で9人、5年生以下とあって、美和小学校と合同
チームで練習しています。 
 昨年までとチーム環境、練習環境が変わり少し心配する面もあり
ましたが、ふたを開けてみると、この環境の変化が子どもたちにと
ても良い方向に作用していると感じています。知らない子と話した
り、練習することで子どもに競争心が出てきたように見え、とても
楽しそうに取り組む姿がとても印象的です。 
 技術面でも成長著しく、子どもの持つ無限の可能性に日々感動し
ています。皆さんも機会があれば練習や試合を見に来てもらい、子
どもたちの生き生きした姿を見ていただければと思います。 

２ ３ 

『子どもたちの成長に感動』 


